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ジェンダー主流化とは

1 ジェンダー主流化とは何ですか？

ジェンダー平等の実現を目的として，開発政策や施策，事業は男女それぞれに異な
る影響を及ぼすという前提に立ち，すべての開発政策，施策，事業の計画・実施・モ
ニタリング・評価のあらゆる段階で，男女それぞれの開発課題やニーズ，インパクトを
明確にしていくプロセス。

（出典：外務省ウェブサイト）

ジェンダー主流化（Gender Mainstreaming）とは・・・・

1995 年に行われた第 4 回国連世界女性会議（北京会議）の北京宣言で初めて、ジェ
ンダー平等の達成を目的に、ジェンダーの視点に立って全ての分野の政策や事業の
計画、実施、モニタリング、評価を行う「ジェンダー主流化」の概念が明記
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持続可能な開発目標（SDGs）

※ 持続可能な開発目標（SDGs）目標５［ジェンダー］
ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児のエンパワーメントを行う
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「ジェンダーと交通」に関する国際的な議論

ジェンダーに関する議論の高まり

〇 近年、OECD、国際交通フォーラム（ITF）、G7、APEC、COP、WEFなどの国際的な枠組で政策が議論される際に、
ジェンダーが重要テーマの１つに位置付けられており、交通政策の分野でも同様。

〇 全ての政策分野について、政策や事業の立案・実施に当たって、ジェンダー別のニーズの差異を踏まえているか、その政策
によってジェンダー間の平等が向上するかを検証する「ジェンダー主流化」（gender mainstreaming）が提唱され、
各国で取組が進められている。

交通政策が踏まえるべき女性の移動特性とニーズ

〇 女性は、通勤だけでなく家事・子育て・介護も行うことが多いため、移動経路が複雑になる傾向がある。オフピークに、より
短い距離で、複数の目的地を経由する移動が多い。移動時間に一日のより多くの時間を費やしている。

〇 女性は、男性よりも徒歩や公共交通の利用が多い。安全に懸念がある場合には、公共交通を利用できない。

国際交通フォーラム（ITF）による提言

〇 ベビーカーやおんぶをした女性が利用しやすいよう、地下鉄やバス車両のドアは幅を広くし、段差を解消すること。地下鉄の
構内や車両を見通しが良く安全なものにし、できれば男女別の車両を設けること。安全に配慮した歩道を整備し、夜間の十
分な照明を行うこと。オフピークに複数の目的地を経由しやすい交通手段を整備すること。複数回の乗降がしやすい運賃を
設定することなど、女性の移動ニーズを踏まえた交通サービスとすること。

〇 交通政策や交通サービスの計画・意思決定に際して、女性の意見を反映させるための手段を設けること。

〇 交通産業の女性労働力の割合を増やすとともに、女性を意思決定のプロセスに参加させること。女性が働きやすい職場
環境を整備すること。

3



【参考】女性の移動ニーズを交通・まちづくりに反映した海外事例

スウェーデン ウメオ市

鉄道駅の地下通路を、明るくて見通しが
良く、女性が安心して使いやすい通路に
改良。

スウェーデン カルマル市

バス停を、明るくて開放的な空間に刷新。

風よけポッドは足元が隠れず、外から見て
人がいることが分かり、女性の心理的な
不安を解消。バスの利用者数が増加。

女性は徒歩や自転車での移動が多いとの
データを踏まえ、歩道・自転車道を優先的
に除雪する方針に変更。外出機会の増加、
転倒事故の減少、医療費の削減につながっ
た。

スウェーデン カールスクーガ市オーストリア ウィーン市

女性は徒歩や公共交通での移動が多いとの
調査結果を踏まえ、歩道の幅を広げ、ベビー
カーが通りやすい道路設計に変更。夜間で
も歩きやすいよう街灯を整備。

スウェーデン カルマル市

女性は夜間にバス停から歩くとき危険を感じ
るとの調査結果を踏まえ、夜間にバス停以外
でも運転手に停車を依頼できる「ナイトストッ
プ」を導入。夜間のバス利用者数が増加。

イタリア ボルツァーノ市

深夜早朝に安全な移動手段を提供するた
め、女性専用の「ピンクタクシー」 を導入。

照明があり駐車場の出口に近い場所に、女
性専用駐車スペース「ピンクパーキング」を
導入。
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ジェンダー主流化に関する政府の動向

※ 男女共同参画基本計画における「ジェンダー主流化」の定義（P119）
あらゆる分野でのジェンダー平等を達成するため、全ての政策、施策及び事業について、ジェンダーの視点を取り込むこと。

「第５次男女共同参画基本計画 ～全ての女性が輝く令和の社会へ～」
(令和2年12月25日閣議決定（令和5年12月26日一部変更閣議決定）

第１部 基本的な方針
２ 社会情勢の現状、予想される環境変化及び課題

（８） SDGs の達成に向けた世界的な潮流
〇 （…中略…）
〇 ジェンダー平等及びジェンダーの視点をあらゆる施策に反映（ジェンダー主流化）し、政府機関、民間企業や若者を含めた市民社会など
全てのステークホルダーが連携して一層の取組を進める。これにより、国際社会と協調して我が国の責務を果たし、ゴール５を含むSDGs 全体の達
成など、国際的な取組の推進に貢献する。

第２部 政策編
Ⅰ あらゆる分野における女性の参画拡大
第１分野 政策・方針決定過程への女性の参画拡大
〇 （…中略…）

さらに、その水準を通過点として、男女が社会の対等な構成員として政策・方針決定過程に共同して参画する機会が確保され、
女性の参画拡大が継続的に進展するよう取組を進め、指導的地位に占める女性の割合が30％を超えて更に上昇し、2030年
代には、誰もが性別を意識することなく活躍でき、指導的地位にある人々の性別に偏りがないような社会となることを目指す。

〇 （…中略…）
これらを通じて、あらゆる分野での女性の参画拡大を進めていく。

「女性活躍推進・男女共同参画の重点方針2024（女性版骨太の方針2024）」
(令和6年6月11日 すべての女性が輝く社会づくり本部・男女共同参画推進本部決定）

Ⅳ 女性活躍・男女共同参画の取組の一層の加速化
の所得向上・経済的自立に向けた取組の一層の推進
（１）男女共同参画の視点に立った政府計画の策定等の推進

各府省は、あらゆる分野の政策・事業の計画、実施、評価において、男女別の影響やニーズの違いを踏まえた検討・立案を行
う。その前提として、男女の性差を考慮するとともに、関連するデータの男女別の把握に取り組む。【全府省】
女性と男性では交通機関の利用の仕方やニーズに違いがあることを踏まえ、女性の移動ニーズを取り入れた交通サービスの提

供や、交通分野で働く従業員や管理職及び交通政策の意思決定の場における女性参画の促進の重要性について機運を醸成
するため、国際交通フォーラム（ＩＴＦ）と協力して、「ジェンダーと交通」に関するセミナーを開催する。【国土交通省】
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「ジェンダーと交通」セミナー（開催結果概要）

セミナー概要
日時：2024年7月25日（木）13:30～16:15、場所：東京（三田共用会議所）
（１） 開会挨拶 斉藤 鉄夫 国土交通大臣
（２） 来賓挨拶 キム・ヨンテ ＩＴＦ事務局長
（３） 基調講演 笠原 由加里 ＩＴＦ上級政策分析官
（４） プレゼンテーション

鳥取 三津子 日本航空株式会社 代表取締役社長
村瀨 茂高 ＷＩＬＬＥＲ株式会社 代表取締役
伊藤 敦子 東日本旅客鉄道株式会社 常務取締役

（５） パネルディスカッション
（パネリスト）

鳥取 三津子 日本航空株式会社 代表取締役社長
村瀨 茂高 ＷＩＬＬＥＲ株式会社 代表取締役
伊藤 敦子 東日本旅客鉄道株式会社 常務取締役
秋池 玲子 ボストン コンサルティング グループ 日本共同代表

（モデレーター）
田中 由紀 国土交通省 国際統括官

（６） 講演 瀬井 威公 国土交通省総合政策局 バリアフリー政策課長
（７） 講演 マリオン・ラガディク ＩＴＦプロジェクト・マネージャー
（８） 閉会挨拶 内山 正人 国土交通政策研究所 副所長

○国土交通省は、７月25日、交通分野の取組にジェンダーの視点を取り入れる｢ジェンダー主流化｣の推進について、国際的な議論を国内に紹
介するため、「ジェンダーと交通」セミナーを主催。
○国際交通フォーラム（ＩＴＦ）から、国際的な議論や取組を紹介いただくとともに、日本の交通企業の経営幹部から、女性の移動ニーズを取
り入れた交通サービスの提供や、交通分野で働く従業員や管理職への女性参画の促進について、各社の取組を共有いただき、今後の課題と展
望について議論。

（斉藤国土交通大臣）」
「男女の違いを把握し、交通政策やサービスを提供していくことが大切」
「ジェンダーと交通は、社会にとっても、交通産業の成長にとっても重要テーマであり、官民連携して進めるべき課題と言える」

（キム・ヨンテ事務局長）
「交通部門にも女性を取り込み、ジェンダーの視点を主流にした、インクルーシブな政策が必要」

（ＩＴＦの笠原上級政策分析官 ）
「ジェンダー主流化」 に関する 海外での議論や取組についてご紹介

（日本の交通企業の経営幹部）
ジェンダーについての各社の考え方や女性が利用しやすい商品やサービスの開発・提供事例、」女性が働きやすい職場作りの取組事例等を紹介

（パネルディスカッション）
女性のニーズを取り入れるために何をすべきか、国際的な議論から何を学べ るかといったこと等について活発な意見交換

主なメッセージ
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ジェンダーと交通に関するセミナー（令和６年７月25日開催）
国際交通フォーラム（ＩＴＦ）講演資料（抜粋）
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「若手・中堅女性職員による懇談会」（令和6年11月27日）

（中野国土交通大臣よりご発言）
「若者や女性を重視する取組の第一弾として、男女の異なるニーズや
課題を国土交通分野の政策や事業に反映させていく「ジェンダー主流
化」に取り組んでいく。自由に発言してもらい、皆さんのアイデアや意見
をこの取組に活かしていく。」と述べられました。

「ジェンダー主流化」に関する国土交通省の取り組み

〇ジェンダー平等の観点から改善すべき国土交通分野の政策や事業について、自由なアイデアを集めるため、国土交通省において、「若手・中堅女
性職員による懇談会」を令和6年11月27日に開催。
〇各地方運輸局においては、交通分野の事業者等で活躍されている女性の方々から、女性の顧客の満足度を高めるサービスや、工夫、女性従業
員の採用、幹部への登用を促進する取組等についてのご意見をいただくため、運輸局長との座談会を開催。

各地方運輸局における交通分野の事業者等で活躍されている女性
の方々との『ジェンダー主流化』の取組に関する座談会」の開催日程

参加分野等開催日（予定日）運輸局

調整中令和7年1月開催予定北海道

「鉄道１名、バス２名、トラック２名、
海運１名、観光１名、自動車販売１名
及び運輸局女性職員３名」
と運輸局長（計12名）

令和6年12月18日（水）東北

「鉄道1名、バス1名、タクシー1名、
トラック1名、海運1名、
港湾運送・倉庫1名、観光1名、航空1名、
全般1名」
と運輸局長（計10名）

令和6年12月26日（木）関東

調整中令和7年1月下旬
～2月上旬開催予定北陸信越

「鉄道、自動車、海事、観光等の各事業分
野及びユーザーを代表とする立場として婦人
団体等」
と運輸局長（出席者数 不明）

令和6年12月12日（木）中部

調整中令和7年1月下旬
～2月中旬開催予定近畿

「鉄道２名、バス２名、タクシー１名、
トラック２名、海事１名、観光１名
及び運輸局職員２名」
と運輸局長（計12名）

令和6年12月17日（火）中国

調整中開催時期未定四国

調整中令和7年2月7日（金）九州
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国土交通省における主な取組

女性の就業促進、労働環境改善

こどもまんなか実行計画（令和６年５月31日政府決定）に基づき、こど
もや子育て世帯が安心・快適に日常生活を送ることができるよう、こど
もや子育ての目線や、住宅を起点とした 「近隣地域」といった視点に

立った「こどもまんなか」の生活空間の形成、こども子育てにやさしい社
会づくりのための意識改革を推進。

〇（こどもまんなかまちづくり）

〇（犯罪、事故、災害からこどもを守る環境整備）

〇（こども、若者、子育てにやさしい社会づくりのための意識改革）

・こども、子育て支援環境の充実化・導入
・公共交通の維持・活性化
・こどもが親しめる水辺空間の実現 等

（身近な遊び場の確保）

（子育て世代活動支援
センター）

・通学路等の交通安全対策
・道路の無電柱化・安全で快適な自転車等通行空間の創出

「こどもまんなか実行計画」の概要
（国土交通省関連部分）

（ベビーカー利用者への配慮を呼びかけるポスター）
・こども連れの方が移動しやすい環境整備

安心して生活できる環境づくり 啓発活動

国土交通省と関係業界が連携して、公共交通機関・商業施設におけるベ
ビーカーの利用環境改善を図るため、鉄道・バスの車内やエレベーターでベ
ビーカーは折り畳まずに利用できることについて、周囲の利用者に対し理解
と協力を求めるベビーカー利用に関するキャンペーンを毎年度実施（令和５
年度からはこども家庭庁とも連携）。

（優先席やエレベーターの適正利用を促すポスター）

公共交通機関等におけるベビーカー利用に関するキャンペーンの実施

建設産業、海運業、自動車運送事業など、女性の更なる参画が求められている国土交通分野の業種・職種において、ICTの活用による生産性の向上、

多様な人材が働きやすい環境の整備、人材確保に向けた情報発信・普及啓発等を図る等により、女性の就業及び定着を促進する。

〇 i-Constructionの推進による生産性の向上・働き方改革等による建設産業における
女性の定着促進

〇海事産業分野における女性人材の確保・育成
〇自動車運送事業における人材の確保・育成に向けた
普及啓発活動 等

（ベビーカーマーク）

（女性の就業・定着促進等に係る普及啓発）
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女性の就業促進、労働環境改善の取組

女性ドライバー応援企業認定制度

輝け！フネージョ★～海事産業で働く女性応援プロジェクト～働きやすい職場認証制度

〇評価制度の創設により、職場環境改善に向けた各事業者の取組の「見
える化」を図る。

〇求職者のイメージ刷新を図り、運転者への就職を促す。また、更なる改
善取組を促すことで、より働きやすい労働環境の実現や安定的な人材の
確保を図る。

〇認証を取得した事業者のより高い水準への移行を促すため、これまでの
「一つ星」・「二つ星」に加えて令和５年度から新たに「三つ星」を創設。

目的

審査要件

Ａ：法令遵守等
Ｂ：労働時間・休日
Ｃ：心身の健康

Ｄ：安心・安定
Ｅ：多様な人材の確保・育成
Ｆ：自主性・先進性等

の６分野についての取組要件を満たしていること。

目的

〇船の運航や造船、舶用品製造などは、「男性中心の職場」、「身体的負担
の大きい作業が多い」等のイメージが定着しているからか、他産業に比べ
て女性の活躍が少ない産業である。
〇福利厚生の充実や就労環境、施設改善など事業者の前向きな取り組み
により少しずつ女性就労者は増えている状況である。

取組

〇海事産業における女性活躍推進の取組事例集

〇海事産業で活躍する女性の座談会

〇就職説明会における女性活躍企業の見える化
「女性活躍マーク」

目的

〇女性トラックドライバー（愛称：トラガール）の活躍を社会に広く発信す
る「トラガール促進プロジェクト（ウェブサイト）」を通じて、トラガールや
経営者に対する有益な情報を発信。
トラガール促進プロジェクトHP：https://www.mlit.go.jp/jidosha/tragirl/

取組

〇現役トラガールインタビュー

〇トラガール活躍場面の紹介 〇求人情報の紹介

〇トラガール活躍中の会社経営者インタビュー

トラガール促進プロジェクト

目的

〇長時間労働/勤務時間の調整が難しそう
（子どもの行事等に合わせて休暇を取りたい）

〇福利厚生がよくなさそう
〇年配男性が多く、女性が少ない
といったイメージを払拭するため、認定事業者を国交省HPで紹介

認定基準

〇雇用目標：女性ドライバーの雇用目標を設定していること
〇労働環境：女性ドライバーを含め、従業員が働きやすい施

設・勤務形態の整備等に取り組んでいること、また
は整備に向けた目標が明確であること

〇情報提供：労働環境に係る情報（勤務形態。福利厚生等）を
公表していること

10



公共交通機関等における利便性向上のための取組・サービスの提供

各事業者において、ベビーカー優先スペースの設置、乳幼児連れの方への温かい見守りを求めるステッカーの掲出、鉄道駅等でのベビー
カー貸出、キッズコーナーの設置、駅内外での保育園開設等の実施。

ハード面での取組

子育てに資する
バリアフリートイレの整備 授乳室

鉄道駅等に併設された施設に
保育園等の設置

鉄道車両に設けられたフリースペース・装飾
鉄道車両の車外の
ベビーカーマーク

ソフト面での取組

ターミナル空港
航空会社が、旅客の保安検査・チェック
イン手続きにおいて、妊産婦の方、乳幼
児連れの方、未就学児を優先的に受け付
ける対応を実施。

（空港の保安検査に
おける優先レーン）

旅客船 タクシー
長距離航路の船舶において、妊産婦の方、
乳幼児連れの方などを、他の利用者より優先
的に船内へ案内する対応を実施。 乳幼児の
遊び場とする専用スペースを設置。

（旅客船における子ども専用スペース）

子育てに関する必要な研修を受けた運転
者が、出産・育児・通園・通塾など、利用者の
子育ての様々な場面に応じて安心して乗車
できるサービスを提供。

（育児支援タクシー等の様子）

＜写真提供：一般社団法人全国子育てタクシー協会＞11



女性役員の状況（１）諸外国との比較

・諸外国（日本を除くG７）の女性役員割合は、平均38.8％に対し、日本の女性役員割合は、10.6％（全上場企業）
➡ 諸外国の４分の１程度と女性役員の割合が低い

出典：内閣府HP 男女共同参画局 女性役員情報サイトより

日本の全上場企業役員に
占める女性の割合は10.6％
※令和5（2023）年７月末時点

12



女性役員の状況（２）我が国における業種別女性役員

・交通分野の女性役員の状況 ➡ 上場企業と比較して女性役員の割合が低い
■空運業：10％未満が約半数 ■陸運業：10％未満が半数以上 ■倉庫・運輸関連業：０％が約半数 ■海運業：０％が半数以上

出典：内閣府HP 男女共同参画局 女性役員情報サイトより 13



女性が企業に求めるものについて

女性特有の健康課題に対して、どのような配慮があると働きやすいと思うか
（男女、年齢階級別）

・女性が企業で定着・活躍促進のためには、女性社員全体への理解、女性特有の健康課題等への配慮、長時間労働の是正や柔軟な
働き方が望まれるほか、 男性の家事・育児等への参画によって、仕事と育児・介護等との両立への一層の支援が必要とされる。

どんなことがあれば管理職として働けそうか
（男女、年齢階級別・有業者のうち昇進意欲のある者）

出典：令和６年版「男女共同参画白書」内閣府より 出典：令和６年版「男女共同参画白書」内閣府より 14



交通分野における女性雇用等（男女別、就業形態別）

〇鉄道業、航空運輸業では、正規の職員・従業員が90％を占めており、正規雇用率が高い。特に航空運輸業では、女性の正規の
職員・従業員の比率が高い。

〇倉庫業、郵便業では、全職員・従業員のうち、約半数が非正規の職員・従業員であり、倉庫業にあっては、全体の約30％が女性
の非正規の職員・従業員となっている。

〇道路貨物運送業、倉庫業、宿泊業では、女性の就業形態は、正規の職員・従業員より、非正規の職員・従業員の比率が高い。

出典：総務省統計局「令和４年就業構造基本統計調査」表14を基に作成

※正規の職員・従業員及び非正規の職員・従業者は、従業上の雇用形態が雇用者であって、正規の職員・従業員及び非正規の職員・従業員の者とする。（正規の職員・従業員は一般社員又は正社員と呼ばれている者、非正規の社員・従業員は、
正規の職員・従業員以外の次の区分「パート・アルバイト・労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員、嘱託、その他」とする。）

※宿泊業を除く産業は、当該調査結果のうち、産業大分類の運輸業,郵便業に該当する産業別による。宿泊業については、産業大分類の宿泊業,飲食サービス業に該当するうち、産業別の宿泊業とする。
15



小田急電鉄における
ジェンダー主流化に向けた取り組み

小田急電鉄株式会社

取締役常務執行役員

露木 香織

2024年12月26日
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会社概要

2

沿線（ポテンシャルの高い中核都市）

営業キロ ： 120.5km

駅数 ： 70駅 ※うち1日乗降人員10万人以上の駅 11駅

乗降人員 ： 約187万人（2023年度）

沿線人口 ： 約520万人

箱根・江の島（日本屈指の観光地）

新宿（日本最大級のターミナル）

交通インフラ（沿線の移動を支え、生み出す）

特急ロマンスカー江の島 複々線化事業箱根

下北沢 海老名
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安全・安心・快適を守る取り組み

3

安心してご乗車いただけるデザイン
例：天井デザイン、色合い 等

快適に過ごせる空間
例：空気清浄機、抗菌作用のある手すり 等

女性乗務員の意見、特性の反映
例：客車内デザイン、運転席 等

ご利用いただくすべてのお客さまに安心・安全・快適をお届けすることが使命
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安全・安心・快適を守る取り組み

4

女性従業員によるサポート
例：体調不良や車内トラブル時 等

駅構内・車内でのアナウンス
例：女性専用車両、混雑時 等

子育て応援施策の充実
例：小児IC運賃50円、授乳等ベビーケアルーム拡充など

デジタル活用
例：MaaSアプリ「Emot」
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当社におけるダイバーシティ＆インクルージョンの推進

5

私たちは
1.一人ひとりの、属性を超えたあらゆる「価値観」「考え方」「ライフスタイル」「能力」「経
験」を大切にし、お互いを認め合いながら、協働していきます。

2.一人ひとりが成長し、個の力をチームで活かし育むことにより、いきいきわくわく働くことの
できる職場環境の実現を目指します。

3.あらゆる視点を最大限に活かし、新たな価値を創り出すことで、お客さまの「かけがえのない
時間(とき)」と「ゆたかなくらし」の実現に貢献します。
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当社における女性活躍推進

6

女性活躍推進（採用） 両立支援施策拡充 風土づくり・更なる活躍支援

2000年代初頭～
鉄道現業における女性従業員採用
それに伴う設備拡充

女性雇用プロジェクトチーム発足

短時間勤務、宿泊勤務免除等両立支援策
の拡充、専用勤務ダイヤの導入
本社でのシフト勤務・在宅勤務制度導入

復職支援（プレママ面談・懇談会）
女性活躍推進ワークショップなど啓発活
動

2017年
ダイバーシティ推進担当の設置
2018年
ダイバーシティ＆インクルージョン宣言
発出

個を活かす風土づくり活動推進
ダイバーシティマネジメント研修等管理
監督者層への研修、啓発活動の充実
社内外のネットワーキングの拡充
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女性活躍推進（当社単体）

7

■外部評価

※当社単体での数値となります
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小田急グループコーポレートメッセージ

8

一人ひとりが、大切な誰かを思いながら、そ

れぞれの日々をつくっていくように、私たち小

田急グループも、誰かを思うことから、一人ひ
とりにとってのより良いくらしを描いていきます。

今日、誰かを思う力が、明日をもっと良くして
いく力になる。

私たちは今日も、誰かを思いながら、これから
の日々へと、ともに進んでいきます。
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トラック運送業界における
  女性の活躍促進に向けた取り組み

日本興運株式会社
代表取締役社長

原 玲子

2024年12月26日

『ジェンダー主流化』の取組に関する座談会
資料３－④



会社概要

輸送部

＜取扱貨物＞

洋紙
ノーカーボン紙 フォーム用紙
印刷用紙 PPC用紙  包装用紙     
新聞用紙  板紙  パルプ 古紙

＜輸送件数＞

35,000件／月平均

Nihon Kouun Co.,Ltd. All rights reserved.

倉庫部

＜取扱品目＞

紙専門
 特殊な技術を要する品種
 多品種小ロット品
 一般洋紙の大重量巻取（ジャンボ巻取）

 ＜荷役設備＞
 カウンターフォーク
 リーチフォーク ロールクランプ

1



道路貨物運送業における男女比率

Nihon Kouun Co.,Ltd. All rights reserved.

就業者数の内訳

女性

約20％

（約41万人）

出典：「日本のトラック輸送産業 現状と課題 2024」（公益社団法人全日本トラック協会）

男性

約80％

（約161万人）

輸送・機械運転従事者数の内訳

女性

約3％

（約3万人）

男性

約97％

（約85万人）
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女性のトラック運送業に対するイメージ

Nihon Kouun Co.,Ltd. All rights reserved.

「トラック」＝男性が乗る車

という固定観念が根強い

労働時間が長いので

育児や家事との両立が難しい

中高年の男性が大半なので

心理的に女性が参入しにくい

運送業は力仕事が多いので

女性でも務まるのか不安

「危なくて、きつい仕事」

というイメージが強いので

家族の理解が得られにくい

小規模な会社が多いので

研修や福利厚生の面で不安

女性進出の
阻害要因

トイレは

どうしてるの？

女性のプライバシーは

確保されているの？

3



＜設立＞
平成29年12月

＜会員数＞

全国31都道府県ト協の女性部会が参画

＜活動内容＞
●女性の活躍促進のため協会活動への参画
●女性の活躍促進のための提言
●社会貢献活動の実施
●研修活動の実施

業界団体における女性の活躍促進に向けた取り組み

Nihon Kouun Co.,Ltd. All rights reserved.

＜設立＞
平成3年11月（婦人部として発足）

＜会員数＞

147名（令和6年4月1日現在）

＜活動内容＞
●女性経営者に役立つ研修会の開催
●情報交換・親睦のための交流会の開催
●交通遺児の援助活動
●地域警察署との意見交換

(一社)東京都トラック協会
女性部

(公社)全日本トラック協会
女性部会

4



業界団体における女性の活躍促進に向けた取り組み

Nihon Kouun Co.,Ltd. All rights reserved.

女性ドライバー免許取得助成（東ト協）

下記の金額を上限として免許取得価格の３分の２を助成
（１）大型免許・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 267,000 円
（２）中型免許（限定解除を含む）・・・・・・・・・ 180,000 円
（３）準中型免許（限定解除を含む）・・・・・・・・ 267,000 円

若年ドライバー確保のための運転免許取得支援助成（全ト協）

特例教習受講費用の３分の１を助成（上限100,000円）
（１）準中型免許の取得・・・・・・・・・・・・・・ 40,000 円を上限
（２）５トン限定準中型免許の限定解除・・・・・・・ 25,000 円を上限
１事業者あたり合計で 300,000 円を上限とする（東ト協の助成との併用可）

5



自治体における女性の活躍促進に向けた取り組み

Nihon Kouun Co.,Ltd. All rights reserved.

出典：公益社団法人全日本トラック協会女性部会取りまとめ資料
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トラック運送事業者による女性の活躍促進に向けた取り組み

Nihon Kouun Co.,Ltd. All rights reserved.

男女共同参画への取り組み

出典：啓和運輸グループホームページ

●管理者、配車担当、ドライバーが全員女性
の部署（シンデレラ事業部）の設置

●フレックスタイム制度や完全週休二日制の
導入、託児所の設置など、女性が家庭と
仕事を両立しやすい環境を整備

出典：アサヒロジスティクス株式会社ホームページ

●女性専用車両の導入
（着替えや休憩時のストレス軽減のため、
運転席の全面をカバーできるカーテンの
標準搭載など）

●ユニフォームのWEB受付・個包装に対応

●女性専用相談窓口（ホットライン）の設置

女性ドライバーの活躍の場の創造

7



女性が「安全」に「安心」して活躍できる労働環境の整備

Nihon Kouun Co.,Ltd. All rights reserved.

女性の特性に配慮した働き方の促進 女性が働きやすい社会インフラの整備

女性向けの設備投資に対するサポートの強化 トラック運送業界のイメージアップ

●運転業務と荷役作業の分担（荷役分離）

●ライフスタイルに応じた勤務体制
（スキマ時間の活用）

●休暇取得や復職がしやすい制度の整備

●女性ドライバーが気軽に利用できるトイレ
や休憩施設などの設置

●女性が安心して乗降できる駐停車スペース
の確保（明るくて人通りの多い場所など）

●女性用のトイレ・更衣室・休憩室などの
設備投資を実施したトラック運送事業者に
対する補助制度の創設・拡充

●女性が運転しやすいトラックの開発促進

●中高年の男性中心の業界から女性や若年層
など、あらゆる人が働きやすい環境の整備

●女性向けの就職説明会や職場体験イベント
を通じた、従来のマイナスイメージからの
脱却と女性の視点に立った新たな価値創造

8



日本興運株式会社

9
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「ジェンダー主流化」の取組に関する座談会 資料 
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令和5年度

内航船員教育関係者連絡会議

令和6年2月27日

日本内航海運組合総連合会

Japan Federation of Coastal Shipping Associations
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2
令和５年度版内航海運の活動より
日本内航海運組合総連合会

1
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5
令和５年度版内航海運の活動より
日本内航海運組合総連合会
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6

内航貨物船隻数

5



7

50才以上の船員が47.8%
60才以上の船員が26.5%

6
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貨物船船員の確保・育成対策について（１）

1. 船員の安定的確保

(1) 女性の活躍促進
職住一体の内航貨物船という特殊環境において、女性船員の割合は僅か3%しかない。
女性船員の活躍を促進するために令和5年7月に、内航貨物船女性経営者で構成された
「ジェンダーレスな視点による船員対策検討会」を発足させ、以下の取り組みを実行・検討している。

➢ 海技系教育機関の女子学生との意見交換会
➢ 海技系教育機関の女子学生と女性船員を雇用している企業による会社説明会
➢ 女子学生、女子船員が気軽に相談できるQ&Aサイトの構築ならびに運用

(2)   船員計画雇用促進支援事業
新規卒業生等の船員未経験者を計画的に採用し、効果的な訓練を実施して、船員の実務能力を
向上させる事業者に対しての助成金制度（内航総連、国土交通省、SECOJ)

(3)   内航船体験乗船制度
海上技術学校・海上技術短期大学校の在学生を対象に、一週間程度の内航船による乗船体験を
通じて、学生の学習意欲、内航船への理解促進・ミスマッチングの解消を図る事を目的とした制度。
毎年夏休みを活用して実施している。

Japan Federation of Coastal Shipping Associations

9



貨物船船員の確保・育成対策について（２）

Japan Federation of Coastal Shipping Associations

(4)   船員教育機関等への生徒・学生募集のための広報活動支援への助成
➢ 海技教育財団、海技教育機構への助成
➢ 船員確保チャレンジ規程を活用した、オープンキャンパスへの講師の派遣

(5)    内航船員育成奨学金制度
➢ 船員志望者の裾野の拡大、優秀な船員志望者の確保のため、内航事業者等からの３億円の     

      寄付金を募り、海技教育財団にて平成 25 年 10 月 奨学生定員 30 名 を増員した。
➢ 令和5年10月に６級海技士養成奨学金制度を設立し、その運営を海技教育財団に委託

(6)    船員募集活動への支援
各地方の内航海運組合・内航船員確保対策協議会等が実施する船員確保対策活動等への支援

        を行っている。特に海事局が実施する「めざせ海技者セミナー」を支援するとともに、
水産系高校や退職自衛官を対象にした就職セミナーの開催、小中学生を対象にした船舶を

     使った海洋教室・体験乗船等の実施に支援している。

(7)    船員教育機関・水産系高等学校との意見交換会や懇親会等の開催
海技教育機構ならびに傘下学校、商船系高等専門学校、水産系高校との意見交換会や懇談会
を通じて様々な情報共有を図り、若年船員確保・就職活動の裾野の拡大に努めている。
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貨物船船員の確保・育成対策について（３）

Japan Federation of Coastal Shipping Associations

(8)    内航船員確保対策広報活動
ＤＶＤ、YouTube 動画、各種ポスター、小冊子、リーフレット等広報資材を制作し、全国の

         海事機関、関係団体等に配布し、内航船の我が国経済社会の中で果たしている役割や
         内航船員の仕事や生活について平易に紹介し、将来の船員の確保に努めている。

ナイコ〜海運CH - YouTube

DVD
海を駆ける若者たち

冊子
船の仕事ってなあに？

冊子
What is 内航海運?

配布用
応援ノート

日本内航海運組合総連合会のホームページ
https://www.naiko-kaiun.or.jp/

11
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株式会社富島

「ジェンダ-主流化」の取組みに関する座談会資料
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2023年4月1日

㈱富島 ← 富島運輸㈱
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社 名 株式会社富島

設 立 昭和２３年１１月１６日

本 社 神奈川県横浜市金沢区幸浦１－２－２０

代 表 者 代表取締役会長 八木 順子

代表取締役社長 内田 裕久

資 本 金 ６，０００万円

従業員数 185名(2024年12月現在)

事業拠点 横浜、沼津、等出張所含め１2拠点

会社概要
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梱包
貨物
保管

搬出

書類
作成

通関
船積
手配

顧客 営業
工程
企画 陸上

輸送

海上
輸送

船積

トータル輸送システム（ワンストップ物流サービス）

梱包 保管（保税蔵置場）
搬出

艀作業

お客様のニーズ・満足
度の達成

確実

迅速
安全
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① 女性の顧客の利用パタ-ン・ニーズを踏まえたサービス・工夫

☛ 現場経験の浅い女性取引先担当者への説明資料の工夫と

分かり易い説明

② 女性が経営者・幹部であることを活かした取組み

☛ 洗濯室の改善により現場作業の効率化を図る

③ 女性の従業員の採用・定着や幹部への登用を増やすた

めの取組み

☛ 梱包・溶接現場の女性への門戸開放

☛ 女性ドライバーの活躍

☛ 男女問わず、リーダ－登用⇒人材育成の職場環境作り

☛ 女性社員の要望に沿った福利厚生の向上

☛ 社員全員の持ち味を活かす経営

「ジェンダ-主流化」に向けた主な取組み
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①女性顧客の利用パタ-ン・ニーズを踏まえたサービス・工夫

•現場経験の浅い女性取引先担当者への説明資料の工夫
と分かり易い説明

説明資料の例

5



☛ 洗濯室の改善により現場作業の効率化を図る（2019年～）

利用者の声を紹介
自宅で洗濯する必要がなくなり、家内も喜んでいます。（既婚者
A）
午前中出せば、翌日朝にはきれいな作業服が切れるので、気持ち
よく作業ができます。（女性社員B）
以前は仕事が終わった後、会社の洗濯場で自分自身で洗濯をして
いました。今はその必要がなくなり、自分の時間を有効に使って
います。（独身者C）
作業服はいつも丁寧にたたまれて棚に入っているので、仕事でも
できるだけ汚さないよう気を付けるようになりまた。（ベテラン
社員D）

ドラム式コインランド型洗濯機３台＋大型乾燥機１台導入
専任アルバイトによる洗濯

②女性が経営者・幹部であることを活かした取組み例
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③女性の従業員の採用・定着や幹部への登用を増やすための取組み

☛ 梱包・溶接現場の女性への門戸開放
☛ 女性ドライバーの活躍

入社3年目女性社員
溶接工として活躍し、後輩指導
も任せられるまでに成長

入社6年目女性社員
釘打ち機やフォークリフトを使い
こなしながら、大型機械の梱包組
み立て作業に従事

入社３年目女性社員
無事故無違反で業務を遂行し、
他ドライバーの規範として活
躍中 7



③女性の従業員の採用・定着や幹部への登用を増やすための取組み

☛ 梱包・溶接現場の女性への門戸開放に伴う社内施設の見直し
☛ 女性社員の要望に沿った福利厚生の向上

シャワールームの改築（工場） コンビニ自販機の導入（工場） 置き菓子コーナ設置入
（営業） 8



「次世代リーダ－創出ファーム」の設立

• 人が育つ会社！を会社の魅力とし、良い人材を集め会社発展
の基盤とする

• 役員・管理職を社内で創出し、社員にキャリアの可能性を示
す

• 管理職層の手薄を解消し、マネジメントの質を高める
• 人が成長する環境を用意し、全員が成長していけるシステム
をつくる

論 語

③女性の従業員の採用・定着や幹部への登用を増やすための取組み

☛ 男女問わず リーダ－登用⇒人材育成の場を作る
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もち味カード

ファ－ム卒業 ファ－ムミーティング エンゲ-ジメントの向上

ファ－ムアドバンス 幹部候補

承認

心理的安全性

良い提案

気づき

③女性の従業員の採用・定着や幹部への登用を増やすための取組み

☛ 社員全員の持ち味を活かす経営
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12%
14% 14%

16% 15% 15% 15%

19%
20% 20%

23%
24%

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

全社員（管理職を除く）に対する女性社員の割合
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ご清聴ありがとうございました
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https://www.jata-net.or.jp

代表取締役社長 内尾智子

2024年12月26日

ツーリスト インターナショナル アシスタンス サービス株式会社

「ジェンダー主流化」の取り組みに関する座談会 資料

資料３－⑦
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Ⅰ. 旅行会社の女性顧客ニーズを捉えた取り組み

１

旅行商品

ホテル・旅館業での取り組み旅行商品(サービス連合)

販売戦略

店頭販売

●女性ニーズを捉えた商品（ｸﾞﾙﾒ・ｴｽﾃ・温泉など）
◇温泉とエステが楽しめるホテル・旅館（JTB）
◇ウェルカムベビーのお宿（JTB）

●女子ひとり旅（日本旅行）
●Xmasマーケット・バーゲンを旅行目的とした商品
●韓流ブームでの女性をターゲットにした商品
●Web販売：女子旅におすすめのホテル・旅館・旅特集（JTB）
●Web販売：お姫タビ～自分へのご褒美旅～（近畿日本ﾂｰﾘｽﾄBP）
●Web販売：母娘旅特集（近畿日本ﾂｰﾘｽﾄBP）
●Web販売：「たびーらちゃんのおすすめ女子旅」（日本旅行）
◇Web販売では女性に特化し
た商品を展開

●ジェンダー平等の取り組み
により女性専用商品の造成
は各社ともに減少傾向

●レディースフロアの希望を確認
●女性グループのお客様にギブアウェイのプレゼント
●妊婦さんに生魚を提供しないように宿へリクエスト
●店頭でのキッズスペースの設置
●寒さ対策としてのひざ掛けの用意

●海外旅行ではF1・F2がマーケットを牽引
◇海外専用デスクの設置×女子旅オプションの販売（JTB）

●最近の傾向としては女性のみをターゲットにした商品ではなく
女性をターゲットとした広告展開が主流

●女性顧客の取り込み ⇒ファミリー・ご夫婦への入り口
⇒友人・女性グループへの広がり

◇ファミリー旅行の決定権は女性にあり
◇女性グループはアクティブなターゲット

●企業として女性活躍の取り組みを「えるぼし」「プラチナえる
ぼし」の取得で推進する。

●レディースプランの設定
●レディースフロア
●女性専用ホテル
●お子様用備品・サービスの提供
（東京ディズニーリゾート）

⇒女性専用（お子様）の
宿泊サービスを提供
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Ⅱ．LADY JATA取り組み

JATA関東支部組織 R6年度 LADY JATA取り組み
「次世代のリーダーの育成、そのために何を残せるか」

◆女性活躍に関する状況
（一社）日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）関東支部 組織図

幹事会

県支部幹事会専門委員会

●各地方行政局、観光団体の観光振興

施策について情報収集ならびに各地

域への誘客についての助言など地域
総務委員会

観光振興へ積極的な取組を行う

神奈川県支部
●主な活動予定

・JATA定期総会 運営委員としての協力

・JATA環境保全活動参加

千葉県支部
・総務人事的課題についての意見交換

国内旅行委員会

埼玉県支部
●主な活動予定

・東京バス協会との意見交換会

・国内視察研修

茨城県支部
(ｲﾏｰｼﾌﾞﾌｫｰﾄ、千客万来、浅草花柳界)

海外旅行委員会

栃木県支部
●主な活動予定

・アウトバウンドの課題解決の意見交換

・航空会社、ﾗﾝﾄﾞｵﾍﾟﾚｰﾀｰとの意見交換

群馬県支部
・海外視察

インバウンド委員会

山梨県支部
●主な活動予定

・国内視察研修

・インバウンドセミナー実施

新潟県支部
（東京都産業労働局との共同開催）

LADY JATA委員会

長野県支部
●主な活動予定

・女性活躍、次世代のリーダー育成

・若手女性社員との意見交換会

・国内視察研修

2024年6月現在女性の活躍に関する状況

短時間
勤務者

育児休職取得者数勤続年数
男女差

女性採用
比率

管理職数役員数総従業員数
項 目

男 性女 性女性比率総 数女性比率総 数女性比率人 員

173 2 74 7.9 74.1%23.6%507 14.3%28 49.2%2,687 A社

185 97 --17.0%480 --48.9%3,241 B社

30 0 40 12.0 60.0%20.0%36 0.0%11 60.0%419 C社

961 3 456 4.4 38.1%18.0%39 60.4%11,919 D社

36 14 27 9.1 66.4%10.4%222 0.0%7 45.3%1,705 E社

17 2 11 2.0 72.7%28.3%198 20.0%5 53.7%544 F社

40 3 13 5.2 81.2%18.1%282 25.0%16 50.3%730 G社

44 0 56 -採用なし38.6%44 0.0%0 73.4%538 H社

2019年4月現在

短時間
勤務者

育児休職取得者数勤続年数
男女差

女性採用
比率

管理職数役員数総従業員数
項 目

男 性女 性女性比率総 数女性比率総 数女性比率人 員

94 0 60 8.4 59.6%12.7%448 5.0%20 36.7%2,624 A社

81 1 153 12.0 64.5%18.5%647 3.2%93 59.6%7,413 B社

10 0 7 13.2 85.0%17.8%101 0.0%5 53.5%359 C社

857 7 330 5.8 58.9%41.3%4,372 2.1%47 64.5%14,714 D社

49 0 28 11.7 59.6%6.3%242 0.0%19 38.6%2,138 E社

10 0 6 3.2 75.0%19.0%184 14.3%7 52.3%512 F社

132 0 45 2 46.7%18.8%553 10.5%19 50.6%1,419 I社

23 0 26 4.0 93.0%51.5%68 0.0%5 81.4%574 J社

【LADY JATAとは】2012年6月、女性の視点で、管轄地域内固有の諸問題の改善案、環境整備等に関して協議・検討を重ねることを
目的として、「LADY JATA委員会」がJATA関東支部内にて発足。2016年、女性活躍推進に関する提言「覚悟と自覚を持って育とう、
育てよう 女性の活躍で企業は強くなる！」を発表。以降、「女性活躍」をテーマに様々な活動を行っている。
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LADY JATA委員会活動

課題の抽出

各社取り組み

JATA若手社員の声

サービス連合との意見交換会(11月19日)

●第１回（6月13日） 各社の女性活躍のための取り組み・働き方改革への
取り組み

●第２回（7月15日） 若手社員との意見交換会
「女性社員が目指す将来像（管理職を目指す・目指さない）」

●第３回（9月12日） 委員会での意見交換
「課題の深掘りから新しい管理職像へ」

●第４回（11月19日）サービス・ツーリズム産業労働組合連合会（サービス連合
ジェンダー平等推進委員会）との意見交換会

「女性活躍のための取り組み」

「働き方改革についての取り組み」

・育児休業の取得率、年次有給の取得日数、管理職に占める女性労働者の割合、平均勤続年数
社員一人当たりの月平均時間外数等の目標を設定。（目標値は各社による）

・育休中の社員を対象とした休職者懇親会の実施、復職前面談の実施、休職中社員に対する
自己申告面談の実施など。

・研修等でのキャリア教育としての階層別研修時に先輩社員を招き、座談会を実施。
・2023年度よりコミュカフェ（部署を越えた対話の機会）を実施、コミュニケーション推進。

・多人数で確認できるメールシステムを導入し、担当制を設けずチームで業務に対応。
・多様な働き方を実現する各種制度整備や、各種セミナー等を通じた制度理解促進に取り組
んでいる。例えば、2020年から導入した「ふるさとワーク」制度は、転居転勤を要する
事業所への異動発令時であっても、生活の拠点として社に登録している「居住登録地」で
テレワークをベースに業務に従事する働き方。これにより、転居転勤をしない働き方を選
択している社員でも、居住登録地をベースに他地域の仕事（本社業務等）に従事できるよ
うになり、キャリアの選択肢を拡げることにも繋がっている。
・育児における制度（マタニティ休暇、分娩・育児休職、産後パパ育休、育児時短、
ベビーシッター支援割等）の社内浸透を図るべくポータルサイトを刷新した。

●管理職に対する固定概念の払拭、目指したくない管理職像・・・ロールモデルが必要
●業務時間（時短勤務等）に縛られない、その人の能力を見た適正な評価
●誰でも働きやすい会社風土・環境づくり・・・相互のコミュニケーションが重要

◆若手社員との意見交換会テーマ 「女性社員が目指す将来像（管理職を目指す、目指さない）」
〇A：「目指したい」と答えた人 11名

〇B： 「特に目指さない」 と答えた人 5名

・現在、育児と仕事の両立のため時間管理に苦慮しています。部下ができた時に自分が管理
者としての責務を全うできるか、現時点では自信があるとは言えず自信がありません。

・女性の管理職上司がいないため将来像がイメージしづらい。
・出張等で家を空ける必要も多々出てくることに対し、どのように家庭とのバランスが取れる
かが不明。

・役職は関係なく人による仕事量に大きな差があるため、どこまで評価されるのかが不安。

・管理職を目指すか目指さないかという事は、働いていく環境や業務内容により異なってくると
思います。

・今後「目指す」へ変わっていく可能性もあるかもしれませんが、現時点では現場の第1線で業
務をしていきたい気持ちが大きいです。

・ワークライフバランスの両立が難しそうだと感じます。
・現状のライン課長の業務量を見ていると管理職を目指したいとは思えない。

【意見交換会（一部）】
・店頭などの少人数運営箇所での時短社員の対応は。
⇒リテール部門での在宅勤務を可能にする仕組みづくり、DX化やオンライン対応を検討。
店頭ではカスハラに直面して管理職になりたくない社員も出ている。

・ジェンダー平等化は画一的な考え方ではなく、柔軟な「働き方」を考えることが必要。
・若い人はダイバーシティーに敏感、ジェンダー平等をはじめ賃金問題、人手不足問題について
取り組みを深めたい。



大阪ウォーキング・ツアー

https://www.jata-net.or.jp

４

Ⅳ．弊社での取り組み

 

えるぼし【認定段階３】取得

弊社は2024年7月26日付で女性活躍推進法に基づく厚生労働大臣認定の「えるぼし」
認定を取得しました。
「えるぼし」とは、女性活躍推進法に基づき、一般事業主行動計画の策定・届出等を
行った事業主のうち、女性の活躍推進に関する取組の実施状況が優良である等の一定
の要件を満たした事業主が認定を受けることができます。
 
今回弊社は女性の活躍推進に関する取り組み実績において、厚生労働省の掲げる
「採用」、「継続就業」、「労働時間等の働き方」、「管理職比率」、「多様なキャ
リアコース」の５つの基準すべてを満たし、えるぼし認定の最高段階である
【認定段階３】の認定を受けました。
⇒女性管理職比率：37.5％ 女性役員比率：33.3％ （2024年2月申請時点）

プラチナえるぼしを目指して

今後2年をかけて「えるぼし認定」を受けた事業主のうち、女性の活躍推進に関する
取り組みの実施状況が特に優良であるなどの一定の要件を満たした場合に認定される
「プラチナえるぼし」認定を目指します。

【上記を達成するための弊社の主な取組み】
●DX化推進：AI音声認識ソリューション導入による業務効率化、自動通話品質評価等
●評価制度の見直し：評価項目に「働き方改革」「業務効率化への提案・貢献」等を追加
●キャリアアップ支援：英語研修費用の全額補助、TOEICスコア資格手当新設等
●多様なキャリアコース：契約社員の社員登用、社員の中途採用、派遣労働者の雇入れ等
●コミュニケーション活性化：四半期に一度の個人面談、タウンホールミーティング開催

2026年3月目標2024年3月内容項目

50％以上37.5％管理職における女性比率を
高める

①

1名以上不在女性管理職不在の部署に、行動
終了日までに女性管理職を合計
1名以上登用する

②

80％以上72.5％全社員の有給休暇消化率を80％
以上とする

③

10時間以内13.4時間社員一人当たりの月平均時間外数
を10時間以内とする

④

弊社は近畿日本ツーリスト、クラブツーリズムを擁するKNT－CT
グループの一員です。30年以上にわたりお客さまの旅のパートナーと
して24時間365日、安心・快適な旅のサポートを提供しているコール
センターを運営しております。本年7月より訪日事業が新たにスタート。



女性活躍は必然
～女性活躍＝誰もが活躍の基盤～

Ｖ
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2024年12月26日
株式会社リクルート

ジョブズリサーチセンター
センター長 宇佐川 邦子

複製厳禁

【配布】関東運輸局
「ジェンダー主流化」座談会
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ジョブズリサーチセンターのご紹介

2

⚫ アルバイト・パート／派遣スタッフ 募集時平均時給調査
⚫ 求職者の動向・意識調査
⚫ シニア層の就業実態・意識調査
⚫ 主婦の就業に関する1万人調査 など

センター長
宇佐川 邦子

リクルートグループ入社後、一貫して人材領域
を担当。2014年４月より現職。

・地域の特性、業界や企業の特色を踏まえ、
求人・採用活動、人材育成・定着、さらに活
躍のための仕組み、組織づくり等、「働くに関す
る課題とその解決に向けた新たな取組み」を
テーマに活動。

・講演・提言に加え、課題解決に向け業界や
自治体、各種支援機関と連携した実証事業
も行う。内閣府、経済産業省、厚生労働省、
日本商工会議所等において委員も務める。

■講演キーワード

株式会社リクルートの調査研究機関。
多種多様な働き方の実現に向けて、
今と未来を調査研究し、正しく発信す
ることをめざしています。

各種調査

新しい働き方の提唱

人材不足解決法

業務分解による
働き方の創出

人材育成・定着
にむけた施策

2015

2017 2018

2020

2014



（C) Recruit Co. Ltd. All rights reserved.

今、起きていること

3

募集の問題

応募がない

採用基準を満たす人材がこない

面接に来ない、応募・内定辞退

辞める、定着しない

育たない入社後の問題

3

リーダー（候補）がいない
なりたがらない
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応募・採用を増やすには・・・

4

4
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女性計 7,716 41.6 21.7 16.6 11.4 7.8 7.6 6.3 6.2 4.7 2.7 1.9 1.8 1.3 1.1 0.3 0.3 0.2 13.7

■正社員 1,915 48.6 9.5 22.7 4.3 3.2 4.3 3.4 5.8 3.9 4.9 3.3 4.1 1.1 2.1 0.6 0.2 0.2 10.7

■アルバイト・パート 2,873 31.0 26.8 15.3 14.2 9.3 7.6 6.9 5.4 5.6 1.8 1.2 0.7 1.5 0.5 0.1 0.3 0.2 14.7

■専業主婦・無職 2,015 43.0 30.1 15.1 16.8 10.3 10.2 8.9 7.9 4.5 2.2 1.1 0.9 1.6 0.6 0.3 0.3 0.2 16.5

契約社員 346 54.5 17.7 10.5 8.6 4.2 7.0 6.0 6.7 4.5 1.8 2.2 1.7 1.1 2.0 0.3 0.5 0.4 11.6

派遣社員 567 58.4 9.7 11.4 4.0 9.5 9.4 3.8 4.2 3.8 1.1 4.0 2.4 0.2 2.1 0.7 0.3 0.4 10.4

希望職種（女性）

5

正社員、物流技術3.2％、ドライバー1.1％、メカニック系0.2%

Q. どのような仕事を探していましたか。（複数回答）【対象者：全員】

0

10

20

30

40

50

正社員

アルバイト・パート

専業主婦・無職

（％）

出典：株式会社リクルート 「求職者の動向・意識調査 2023」 https://jbrc.recruit.co.jp/data/data20231130_2991.html

https://jbrc.recruit.co.jp/data/data20211222_1998.html
https://jbrc.recruit.co.jp/data/data20231130_2991.html
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トップ

ミドル

中核

スタッフ

（現場）

育
成

6

「リーダー候補がいない、育たない」

なぜ？
意欲がない？
能力、資質がない？
育てられない？

1

２

6
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＜参考＞仕事の昇進希望（20代時点での考え方）

7出典：内閣府委託調査．「令和４年度 新しいライフスタイル、新しい働き方を踏まえた男女共同参画推進に関する調査」（令和４年度）」より作成

男性は年代差はないが、女性は若いほど管理職意欲は高い

（備考）１．「令和４年度 新しいライフスタイル、新しい働き方を踏まえた男女共同参画推進に関する調査」（令和４年度 内閣府委託調査）より作成。
 ２．20代の人は現在どう思っているか、30～60代の人は20代の頃どう思っていたかについて回答。

Q. いずれは管理職につきたいと思っている・いた

6.3

6.0

4.6

3.9

3.0

13.6

13.2

12.9

15.4

22.6

22.6

16.2

13.0

9.6

7.9

31.3

29.3

28.5

27.4

25.1

0 10 20 30 40 50 60

20代女性

30代女性

40代女性

50代女性

60代女性

20代男性

30代男性

40代男性

50代男性

60代男性

■当てはまる

■どちらかといえば当てはまる

（％）

女
性

男
性
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年齢別 男女別離職率 2023年

出典：総務省統計局 「労働力調査」（2023年）、総務省統計局 「雇用動向調査」 （2023年）

離職率は20～30代前半が高い

35.5 27.7

17.7

11.7
9.6

7.7
6.8 6.9

8.0

17.5

25.4

41.3

27.0

24.4

19.1

13.1 11.9 11.8 10.7 10.0 17.5 18.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65歳以上

離職率（男性） 離職率（女性）

8

（％）
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女性活躍は必然

なぜ、女性活躍が必要なのか

9
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日本の現状

日本の脅威と機会の主なドライバーは3つ

10

人口減・高齢化

ＩＴ化の加速 グローバル化
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社会の姿

女性の活躍がポイント

不確実性に向き合うには、
従来の同質性の高い組織では対応が困難

11

VUCA

Volatility（変動性・不安定さ）

Uncertainty（不確実性・不確定さ）

Complexity（複雑性）

Ambiguity（曖昧性・不明確さ）

多様な視点・考え方・経験能力
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非正規：「パートアルバイト」「派遣」「契約」「嘱託」「その他」（調査回答者の「会社での呼称」）
非労働力人口：15歳以上の人口のうち、「就業者」と「完全失業者」以外の者。就業しておらず、かつ就業意志のない者（専業主婦、学生、定年退職をした高齢者等）
完全失業者：15歳以上の働く意欲のある人のうち、仕事を探しても仕事に就くことのできない人

雇用形態別就業者数2023年

12出典：総務省統計局 「令和5年 労働力調査」（https://www.e-stat.go.jp/stat-
search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200531&tstat=000000110001&cycle=7&year=20230&month=0&tclass1=000001215302） を加工して作成

潜在的労働力は、既婚女性とシニア
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https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200531&tstat=000000110001&cycle=7&year=20230&month=0&tclass1=000001215302
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女性 年齢別労働力率 R4

13
出典：内閣府男女共同参画局『女性版骨太の方針2023（女性活躍・男女共同参画の重点方針2023）（原案）概要 令和5年6月5日』

資料１_【概要】女性版骨太の方針2023_ (gender.go.jp)

M字は解消傾向だが、L字が存在。20代後半ピークに正社員は減少

84.8
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34.0 31.5
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13.6
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90.0

就業率（女性） 正規雇用比率（女性）

(※）長時間労働を中心とした慣行、女性への家事・育児等の偏り、固定的な性別役割分担意識等

（％）

（年齢：歳）

https://www.gender.go.jp/kaigi/danjo_kaigi/siryo/pdf/ka70-s-1.pdf
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女性の応募を増やす、活躍促進のために

働き手を知る

14
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仕事探しの絶対条件（求職者全体）

出典：株式会社リクルート ジョブズリサーチセンター 「求職者の動向・意識調査 2023」 https://jbrc.recruit.co.jp/data/data20231130_2991.html

「日数・時間、勤務地」が6割超、職種4.5割、賃金は4割
働き続けられる‘働き方’と、できそうな‘仕事’
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全 体 13.038 58.5 54.5 50.4 50.3 44.1 43.7 43.5 42.9 42.2 36.6 27.8 22.6 17.8 15.9 11.4 7.4 7.4 9.3 9.2
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男性 女性

Q.仕事を探していたとき、下記の項目について、どのくらい重視していましたか。
（単一回答 「絶対条件だった」「他の条件がよければ我慢した」「もともと関心がなかった」のうち、「絶対条件だった」を選択した人の割合）
【対象者：全員】 （複数回答）
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https://jbrc.recruit.co.jp/data/data20211222_1998.html
https://jbrc.recruit.co.jp/data/data20231130_2991.html
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希望する勤務時間・日数（ママ20～49歳・契約形態別）

出典：株式会社リクルート「女性の就業に関する1万人調査 2023」 https://jbrc.recruit.co.jp/data/data20230428_2653.html

～5時間希望が正社員でさえ2割、AP5.5割、主婦8割
7時間より長いは3割のみ

n=

４
時
間
未
満

４
時
間
程
度

５
時
間
程
度

６
時
間
程
度

７
時
間
程
度

７
時
間
よ
り

長
い

正社員 435 6.2 3.9 8.7 22.1 32.0 27.1 

パート・
アルバイト

553 8.0 15.0 31.3 24.4 12.8 8.5 

主婦 547 16.6 31.8 28.5 14.1 6.9 2.0 

n=

週
休
１
日

週
休
２
日

週
休
３
日

週
休
４
日

週
休
５
日

週
休
６
日

正社員 435 10.3 76.6 11.0 1.1 0.7 0.2 

パート・
アルバイト

553 11.4 63.3 15.2 6.5 2.7 0.9 

主婦 547 4.9 66.2 15.9 5.9 7.1 0.0 

ママ

左 Q.あなたの希望の1日の就業時間を教えて下さい。（単一回答） 右 Q.あなたの希望の、休日の曜日をお答えください。（複数回答）【女 20-49歳、既婚子あり】
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https://jbrc.recruit.co.jp/data/data20230428_2653.html
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まとめ

リーダー・管理職登用には
まずは離職防止 → 活躍支援

応募・採用を増やすには・・・
‘できそう、続けられそう’ → やってみたい
柔軟・多様な働き方の選択肢 ＆ 仕事内容

17

VUCA

人口減・高齢化

ＩＴ化の加速 グローバル化

多様な視点・考え方・経験、能力が必須

女性活躍がポイント
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ジョブズリサーチセンター ウェブサイト活用のすすめ

●人材活用事例

●平均賃金レポート ●新しい働き方の提唱

●各種調査

・シニア層の就業実態・意識調査2021
・女性の就業に関する1万人調査
・求職者の動向・意識調査
・業界別レポート
働く人と職場2019

ジョブズリサーチセンター 検索

18
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